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観音 寺市 議 会だより

観音寺の輝く未来へ市議会の動きをわかりやすくお伝えします

ミ ラ イ ヱ
KAN-ONJI CITY COUNCIL No.28 2021.2.1

「光りか」 香川県立観音寺総合高等学校　写真部　３年　亀山  美空
　わたしは、暖かい光のような作品を作りたくて、夕日が透けた教室のカーテン
の前で、普段から明るくて笑顔がすてきな私の友人を撮りました。この作品を見
ていただいた人の気持ちが少しでもホッと安らいでくれるとうれしいです。
　コロナ禍のため、高校生活もこれまでと比べると何だか短く、味気なくなって
しまったように感じていたのですが、こんな時だからこそ、思い出の一瞬一瞬を
大切にカメラに収め、これからも私の大好きな時間や大切な人をたくさん写真に
残していきたいです。

表 紙 写 真 の 紹 介
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12月定例会のあらまし

総
　
　
　
　
務

委 員 長 安 藤 　 康 次
副委員長 篠 原 　 和 代
委 員 大 賀 　 正 三

〃 篠 原 　 重 寿
〃 井 上 　 浩 司
〃 大 平 　 直 昭
〃 詫 間 　 　 茂

建
設
経
済

委 員 長 大 矢 　 一 夫
副委員長 合 田 　 隆 胤
委 員 大 久 保 隆 敏

〃 井 下 　 尊 義
〃 藤 田 　 　 均
〃 豊 浦 　 孝 幸
〃 白 川 　 雅 仁

委 員 長 立 石 　 隆 男
副委員長 友 枝 　 俊 陽
委　　員 石 山 　 秀 和

〃 大 矢 　 一 夫
〃 安 藤 　 康 次
〃 五 味 　 伸 亮
〃 藤 田 　 　 均

文
　
教
　
民
　
生

委 員 長 石 山 　 秀 和
副委員長 立 石 　 隆 男
委 員 秋 山 　 忠 敏

〃 伊 丹 　 準 二
〃 友 枝 　 俊 陽
〃 五 味 　 伸 亮

広
　
聴
　
広
　
報

委 員 長 友 枝 　 俊 陽
副委員長 合 田 　 隆 胤
委 員 篠 原 　 重 寿

〃 井 上 　 浩 司
〃 立 石 　 隆 男
〃 篠 原 　 和 代
〃 白 川 　 雅 仁

大
賀
正
三
議
長
は
留
任

　
　
　
副
議
長
に
豊
浦
孝
幸
氏
を
選
出

副
議
長

　
豊
浦 

孝
幸

議
　
長

　
大
賀 
正
三

常 任 委 員 会

観 音 寺 市 議 会 委 員 会 名 簿

議会運営委員会
令和 2.12.3 令和 2.12.3

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と

ご
厚
情
を
賜
り
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
12
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
は
引
き
続
き
、
副
議
長
は
議
員

各
位
の
推
挙
に
よ
り
、
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
り
、
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
に
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
、
早
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
国
は
、
こ
れ
ま
で
に

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
本
市
も

同
様
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
業
種
に

ま
た
が
り
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
当
局
と
共
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と

し
て
の
議
会
の
役
割
を
果
た
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誰
も
が
安
心
し
て
、

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
議
会
の
活
動
に
ご
支

援
・
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
留
任
お
よ
び
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら
22
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
人
事
案
件
４
件
を
初
日
に
同
意
し
た
。

　
一
般
質
問
は
10
日
に
７
人
、
11
日
に
４
人
が
市
政
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
19
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
付
託
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

ま
た
、
追
加
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
陳
情
１
件
は
、
全
会
一
致
で
採
択
と
し
た
。

−議案第 108 号−
すぽっシュ豊浜（豊浜総合体育館）の冷暖房利用料金を制定

　メインアリーナの冷暖房設備の整備に伴い、利用料金を下記表のとおり定めるもの。
（令和３年４月１日施行）

　なお、利用料金は市立総合体育館および大野原会館の現行の利用額から勘案。また、
令和３年度からの利用料金は、豊浜総合体育館条例に基づき、上記表に掲げる範囲内
で指定管理者が定める。

Pick up!

12月定例会の主な議案

−議案第 109 号～ 111 号、第 120 号−
各委員会委員・監査委員の任命・選任に同意

●教育委員会委員　　　　豊嶋　起公子 氏

●公平委員会委員　　　　髙原　美都子 氏

●固定資産評価審査委員会委員　
　　　　　　　　　　　　藤井　守 氏
　　　　　　　　　　　　島田　美和子 氏
　　　　　　　　　　　　岩倉　由幸 氏
　　　　　　　　　　　　横井　大典 氏

●監査委員（議員選任）　井下　尊義 氏

Pick up!

施設名 利用料金（１時間当たり）

冷暖房設備
メインアリーナ １５，０００円以内　　

サブアリーナ ２，０００円以内　　
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12月定例会のあらまし

−議案第 113 号−
令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第９号）

　オリーブ牛肉を学校給食で提供　　７７７万円（県補助 10/10）
●県の和牛肉等販売促進緊急対策事業を活用し、新型コロナウイルス感染症　
　の影響で、需要が減少しているオリーブ牛肉を学校給食で提供するもの。
　

　観音寺市宿泊等促進事業期間延長などに伴う増額　　３，８７２万円
●観光関係事業者への間接的な支援策として実施している「来て みて Ｇｏ
　かんおんじ。～かんおんじ宿泊等促進キャンペーン～」の実施期間が令和
　３年３月３１日（水）までに延長されたことにより増額するもの。
　　■11月末までの助成実績
　　　■宿泊費助成の実利用人数：６，６１３人
　　　　（うち飲食費助成の実利用人数：３，９０７人）
　　　　　　　　　　　　　　　助成額：２，１１４万円

　　　■雲辺寺ロープウェイの実利用人数：６，６２４人
　　　　　　　　　　　　　　　　助成額：７１６万円

　市道見卓三本松線実施設計および工事費　　２，７５５万円
●競輪場解体に伴い、企業誘致の促進を図るため、市道見卓三本松線の早期
　完成が必要になり、年度内に工事を発注しようとするもの。

　
　新型コロナウイルス対策で器具を購入　　１０３万円
●新型コロナ対策応援寄付金を活用し、保育所の児童が給食時に使用する机や送迎時
　などの検温・消毒をスムーズに行うために器具を購入するもの。

　豊田小学校のトイレの洋式化改修工事を前倒して実施　２，８４９万円
●令和２年度の国の補助金交付決定があったことから、令和３年度に改修工事を予定
　していた豊田小学校の校舎トイレの洋式化を前倒しで実施するもの。

Pick up!

主 な 歳 出
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　３ｔクラスのごみ収集車２台を令和３年度に購入　２，１２１万円
●市が所有する12台のうち11台が10年以上経過し、うち３台の廃車が決定したため、
　早期購入のため債務負担行為を追加するもの。

　新型コロナウイルス感染症の影響による事業縮小などによる減額
●民生委員活動事業
●ふるさと緑化推進事業
●子どもの夢事業
●中学生海外派遣事業

−議案第 121 号−
令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第 10 号）

　ひとり親世帯臨時特別給付金「基本給付」を再支給　２，１０６万円
＜概要＞
　●支給対象者　ひとり親世帯臨時特別給付金の支給を受けている人など
　●支給額　　　１世帯当たり５万円　第２子以降１人につき３万円
　●支給手続き　前回の基本給付を受けた人は、申請不要
＜注意＞
　●前回受給の際に指定した口座を解約している場合は、口座変更の申し出　
　　が必要です。
　●“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

第７回 11 月臨時会の概要
　令和２年第７回臨時会は１１月２０日に招集され、即日採決となった。
　主に人事院勧告に準じ、期末手当の支給月数を改める議案を含む６議案が提出され、
すべて原案のとおり承認および可決した。

Pick up!

主 な 減 額

△１６５万円
△６０万円

△１５５万円
△３０２万円
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一 般 質 問

【
質
問
】
本
市
の
令
和
元
年
度
の
ご
み
処
理
経
費
は
約

３
億
２
、
８
０
０
万
円
で
、
可
燃
ご
み
処
理
費
が
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
経
費
の
削
減
を
進
め
る
た
め

に
は
、
可
燃
ご
み
の
削
減
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考

え
る
。
可
燃
ご
み
の
中
に
、
有
償
で
売
却
で
き
る
紙
類

な
ど
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
混
入
状
況
と
、
可
燃
ご
み
削
減
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

【
答
弁
】
ご
み
処
理
費
の
中
で
可
燃
ご
み
処
理
費
が
80

％
以
上
を
占
め
、
令
和
元
年
度
は
約
２
億
８
、
４
２
３

万
円
。
可
燃
ご
み
の
種
類
組
成
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

紙
（
菓
子
箱
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
封
筒
、
包
装
紙
な
ど
）・

布
類
が
約
43
％
を
占
め
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ

ー
ス
で
き
る
多
く
の
資
源
ご
み
が
可
燃
ご
み
の
中
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
生

ご
み
中
の
水
分
は
減
少
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
雑
が
み
や
紙
パ
ッ
ク
な
ど
を

資
源
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
の
さ

ら
な
る
水
切
り
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
ご
み
処
理
経
費

の
削
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
「
ご
み

分
別
の
手
引
き
」
を
分
か
り
や
す
い
内
容

に
更
新
す
る
な
ど
、
啓
発
活
動
を
続
け
る
。

可
燃
ご
み
の
中
の
雑
が
み
や
紙

パ
ッ
ク
な
ど
を
資
源
ご
み
と
し
て

回
収
す
る
な
ど
啓
発
活
動
を
続
け
る

答 弁

可
燃
ご
み
削
減
の
取
り
組
み
は

大 平 直 昭
壮志会

県
や
弁
護
士
な
ど
と
協
議
し

進
め
て
い
く

答 弁

風
致
地
区
内
に
あ
る
、
崩

壊
寸
前
の
倉
庫
の
撤
去
を

詫 間 　 茂
自民新政会

【
質
問
】
令
和
３
年
４
月
か
ら
観
音
寺
こ
ど
も
園
が
開

園
す
る
。
こ
こ
で
実
施
さ
れ
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」

の
詳
細
を
伺
う
。

【
答
弁
】
通
園
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
子
ど

も
や
保
護
者
が
交
流
を
行
う
た
め
の
「
親
子
の
集
い
の

広
場
」
の
開
設
や
、
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
各
種
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
す
る
「
相

談
事
業
」
を
行
う
。
担
当
職
員
に
は
、
教
育
・
保
育
に

関
す
る
資
格
を
持
つ
職
員
や
相
談
支
援
に
適
し
た
専
門

の
有
資
格
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
現

在
検
討
し
て
い
る
。

【
質
問
】
子
育
て
に
関
す
る
種
々
の
相
談
窓
口
は
、
５

つ
の
部
署
に
分
か
れ
て
お
り
、
分
か
り
づ
ら
い
。
相
談

に
来
ら
れ
る
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

【
答
弁
】
子
育
て
や
発
達
に
関
す
る
相
談
事
業
を
各
部

署
が
担
当
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
な
ど

で
実
施
し
て
い
る
。
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
や
身
近
な
場
所
で
相
談
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
事
業
ご
と
に
多
く
の
窓
口

が
あ
り
、
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
点
は
、
事
業
内

容
を
分
か
り
や
す
く
取
り
ま
と
め
て
情
報

を
発
信
し
て
い
く
。

「
親
子
の
集
い
の
広
場
」や「
相

談
事
業
」
を
行
う

答 弁

認
定
こ
ど
も
園
で
実
施
さ
れ

る「
子
育
て
支
援
事
業
」と
は

白 川 雅 仁
公明党

【
質
問
】
有
明
浜
の
風
致
地
区
内
に
所
有
者
不
明
を
含

め
た
崩
壊
寸
前
の
倉
庫
が
８
戸
あ
り
、
大
変
危
険
な
状

況
で
あ
る
。
令
和
２
年
２
月
に
は
、
強
風
で
屋
根
の
ト

タ
ン
が
飛
ば
さ
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
直
撃
す
る
と

い
う
事
故
が
あ
っ
た
。
今
の
状
況
で
は
、
い
つ
人
災
に

つ
な
が
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
危
険
倉
庫
の
撤
去
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

方
策
を
取
る
の
か
を
伺
う
。

【
答
弁
】
景
観
を
保
全
す
る
風
致
地
区
内
に
あ
り
、
老

朽
化
に
伴
う
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
経
緯

や
倉
庫
の
所
有
者
な
ど
の
確
認
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

法
的
対
応
に
つ
い
て
弁
護
士
に
複
数
回
相
談
を
し
、
助

言
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
現
状
改
善

に
向
け
、
本
市
が
取
り
得
る
対
応
を
協
議
、
検
討
し
て

い
く
。

　

県
が
近
い
将
来
、
防
潮
堤
を
整
備
す
る
計
画
が
あ
る

た
め
、
そ
の
時
に
一
緒
に
撤
去
し
て
も
ら
う
方
策
が
一

番
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
も
今
後
県
と
協
議
し
、
倉
庫
の
撤
去
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

し
か
し
、
倉
庫
だ
け
で
な
く
、
倉
庫
内
に
ボ
ー
ト
や

看
板
な
ど
も
存
在
す
る
た
め
、
所
有
権
な
ど
も
含
め
弁

護
士
と
も
協
議
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

※一般質問ページに掲載の顔写真については、広報用写真を使用しております。



7

【
質
問
】
本
市
の
販
売

農
家
数
は
約
１
、
７
０

０
戸
と
推
測
さ
れ
る
。

11
月
30
日
現
在
「
持
続

化
支
援
給
付
金
」
１
４

８
件
で
約
９
％
、「
経

営
継
続
補
助
金
」
２
３

５
件
で
約
14
％
、「
高

収
益
作
物
次
期
作
支
援

交
付
金
」
６
９
７
件
で

約
41
％
で
あ
る
。
農
家

は
昨
年
に
続
い
て
暖
冬

と
コ
ロ
ナ
禍
で
野
菜
価
格
は
低
迷
し
、
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。
農
業
離
れ
を
加
速
さ
せ
な
い
た
め
に
市
独
自
の

支
援
策
を
。

【
答
弁
】
農
業
者
に
は
、
国
・
県
・
市
の
各
補
助
金
制

度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
生
産
性
の
向
上
や
販
路
の
開

拓
、
経
営
基
盤
の
安
定
を
図
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
た
生
産
体
制
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
。
ま

た
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、
新
規
就
農

者
な
ど
の
担
い
手
確
保
や
育
成
、
多
面
的
機
能
支
払
い

制
度
な
ど
を
活
用
し
、
共
同
活
動
の
推
進
、
農
地
利
用

の
最
適
化
を
進
め
る
。
生
産
拡
大
者
に
は
、

農
業
機
械
の
導
入
や
施
設
整
備
な
ど
の
支

援
や
ほ
場
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、

生
産
基
盤
強
化
に
努
め
る
。

【
質
問
】
①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
設
置
後
の

状
況
。
②
個
人
向
け
支

援
の
う
ち
、
医
療
従
事

者
な
ど
、
17
・
18
歳
へ

の
支
援
金
の
給
付
状
況
。

③
教
育
現
場
の
学
習
支

援
の
た
め
の
人
的
支
援
、

学
校
再
開
に
伴
う
感
染

防
止
対
策
内
容
は
。

【
答
弁
】
①
三
豊
・
観

音
寺
市
医
師
会
な
ど
の

協
力
に
よ
っ
て
、
三
豊

市
と
共
同
で
10
月
に
開

設
。
11
月
末
現
在
の
実
施
件
数
は
15
件
（
市
内
在
住
者

６
名
）。
②
国
の
慰
労
金
対
象
者
へ
、
市
の
上
乗
せ
給

付
総
額
は
７
、
１
８
１
万
円
、
17
・
18
歳
の
９
４
６
名

に
一
人
当
た
り
３
万
円
、
総
額
２
、
８
３
８
万
円
を
支

給
（
11
月
末
現
在
）。
③
学
校
休
業
に
伴
う
夏
季
休
業

中
の
授
業
実
施
時
に
、
学
習
指
導
員
８
名
を
配
置
。
第

２
学
期
か
ら
、
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
へ
11
名
の

加
配
教
員
を
追
加
配
置
。
感
染
対
策
は
、
手
指
な
ど
の

消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
な
ど
を
配
備

済
み
。
第
３
学
期
か
ら
、
換
気
対
策
と
し

て
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
網
戸
を
各
学

校
に
整
備
す
る
予
定
。

検
査
体
制
整
備
と
、
影
響
の
大
き
い

部
門
・
教
育
現
場
へ
の
支
援
を
実
施

答 弁

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
、

市
民
を
守
る
行
政
の
役
割
は

篠 原 重 寿
無所属（社民）

【
質
問
】
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
が
全
国

平
均
２
割
程
度
で
あ
る
。
総
務
省
は
、
普
及
促
進
を
強

く
促
し
て
い
る
が
本
市
の
状
況
は
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と

ひ
も
付
け
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速

し
て
い
る
。
そ
こ
で
地
域
商
品
券
な
ど
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
な
ど
に
対
応
し
た
政
策
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
①
本
市
の
交
付
率
は
20
．
03
％
（
11
月
15
日

現
在
）
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
令
和
３
年

３
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
開
始
に
向
け
普
及
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

②
多
く
の
自
治
体
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
県
内
他
市
で
も
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
よ

る
経
済
活
性
化
、
各
種
手
数
料
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
試
験
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
活
用
し
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
や
地
域
通
貨

制
度
の
創
設
な
ど
の
例
も
あ
る
。
本
市
で

も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
へ
の
取
り
組
み
の
調

査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
へ
の
取
り
組
み
は

広
報
活
動
と
日
曜
開
庁
を
継
続
し

普
及
促
進
を
図
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
る

答 弁

友 枝 俊 陽
自民新政会

農
業
に
市
独
自
の
支
援
策
を
！

生
産
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む

答 弁

大久保隆敏
壮志会
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一 般 質 問

【
質
問
】「
人
口
減
な
の
に
、
な

ぜ
５
、
０
０
０
食
の
給
食
施
設

が
必
要
な
の
か
！
」
と
の
声
が

あ
る
。
給
食
施
設
を
全
市
で
１

つ
に
統
合
す
る
と
「
巨
大
工
場

の
建
設
」
や
「
ト
ラ
ッ
ク
配
達

網
の
全
市
化
」、「
運
搬
中
の
衛

生
・
保
温
管
理
」
な
ど
多
額
の

経
費
が
必
要
。
現
４
施
設
の
１
食
当
た
り
の
コ
ス
ト
は
。

【
答
弁
】
食
材
費
を
除
く
人
件
費
を
含
め
た
諸
経
費
を

年
間
総
給
食
数
で
割
っ
た
コ
ス
ト
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式

の
観
音
寺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
一
番
低
い
。

【
質
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
少
人
数
学
級
を
求
め
る
声
が
広

が
っ
て
い
る
。
全
国
知
事
会
や
市
長
会
も
連
名
で
提
言

を
国
に
提
出
し
て
い
る
中
、
20
人
学
級
を
見
据
え
た
、

少
人
数
学
級
の
前
進
が
必
要
で
は
。

【
答
弁
】
文
部
科
学
省
は
、
少
人
数
学
級
実
現
に
向
け
、

財
務
省
調
整
を
す
る
予
定
。
現
状
、
市
内

小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
１
５
０
学
級
中

１
４
７
学
級
で
35
人
以
下
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
方
式
の
方
が
、
極

め
て
コ
ス
ト
が
低
い

答 弁

学
校
給
食
の
現
４
施
設

を
比
較
す
る
と
自
校
方

式
が
安
い
の
で
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
・
中
学
校
の
少
人

数
学
級
の
具
体
化
を

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

対
応
す
る

答 弁

藤 田 　 均
無所属（共産）

【
質
問
】
合
併
後
15
年
を
経
て
、「
ち
ょ
う
さ
」は
、
現

在
３
カ
所
に
１
台
ず
つ
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
さ

会
館
な
ど
に
集
約
出
来
な
い
か
。

【
答
弁
】「
ち
ょ
う
さ
」
の
展
示
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
活
か
し
、
独
自
性
を
確
立
す
る
こ
と
で
存

続
し
て
い
る
。「
ち
ょ
う
さ
会
館
」
は
、
伝
統
文
化
の

発
信
拠
点
、
観
光
振
興
の
施
設
と
し
て
利
活
用
に
努
め

て
い
く
。
管
理
運
営
手
法
は
、
ち
ょ
う
さ
会
館
運
営
協

議
会
に
諮
る
こ
と
で
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

【
質
問
】
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
率
が
今
後
20
年
以

内
に
70
～
80
％
と
さ
れ
て
い
る
。
災
害
の
た
び
に
、
自

助
・
共
助
・
公
助
が
謳う

た

わ
れ
る
が
、
公
助
に
は
限
界
が

あ
る
。
自
助
・
共
助
の
拠
点
と
し
て
自
治
会
館
を
強
靭じ

ん

化
し
、
地
域
で
自
助
・
共
助
を
促
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
自
治
会
館
整
備
の
補
助
金
を
増
額
す
べ

き
で
は
。

【
答
弁
】
建
物
の
新
築
や
増
改
築
工
事
に
は
、
補
助
率

25
％
で
上
限
５
０
０
万
円
と
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。
宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
金
は
、

県
へ
割
り
当
て
ら
れ
る
件
数
が
少
な
く
、

採
択
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
自
治
会
集

会
場
に
対
す
る
補
助
金
の
見
直
し
は
今
後

県
内
市
町
の
状
況
を
把
握
し
検
討
す
る
。

ち
ょ
う
さ
文
化
を
示
す

施
設
の
一
本
化
を

ち
ょ
う
さ
会
館
の
利
活
用
に

努
め
る

答 弁

伊 丹 準 二
自民新政会

【
質
問
】
発
生
状
況
と
対
策
を
伺
う
。

【
答
弁
】
12
月
２
日
現
在
、
三
豊
市
で
９
例
、
東
か
が

わ
市
で
１
例
が
発
生
し
、
約
１
７
１
万
羽
を
殺
処
分
。

発
生
防
止
策
と
し
て
、
消
毒
用
消
石
灰
の
配
布
や
道
路

や
た
め
池
の
消
毒
作
業
を
実
施
。
農
家
支
援
は
、「
殺
処

分
手
当
金
」や「
家
畜
伝
染
病
予
防
費
負
担
金
」な
ど
が

あ
り
、
受
給
ま
で
の
つ
な
ぎ
資
金
は
無
利
子
で
融
資
を

受
け
ら
れ
る
。

【
質
問
】
ど
の
よ
う
な
文
書
が
見
直
さ
れ
る
の
か
。

【
答
弁
】
婚
姻
届
な
ど
国
や
県
の
法
令
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
書
類
を
除
く
全
て
の
申
請
書
で
検
討
す
る
。

【
質
問
】
障
害
の
あ
る
人
々
の
た
め
に
、
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
提
案
す
る
が
見
解
を
伺
う
。

【
答
弁
】
支
援
ボ
ー
ド
は
、意
思
疎
通
の
円

滑
化
に
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
本
庁

や
支
所
な
ど
の
窓
口
へ
の
設
置
を
検
討
す

る
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
三
観
広
域

消
防
が
導
入
次
第
周
知
に
協
力
す
る
。

本
市
で
も
発
生
地
か
ら
半
径
10
㎞
以
内

の
搬
出
制
限
区
域
に
28
農
場
が
存
在

答 弁

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
状
況
は

石 山 秀 和
公明党

行
政
手
続
き
の
押
印
見
直
し
は

市
単
独
で
見
直
し
可
能
な
全

て
の
申
請
書
で
検
討

答 弁

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急

支
援
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提
案
す
る

支
援
ボ
ー
ド
は
設
置
を
検
討

し
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は

導
入
次
第
周
知
す
る

答 弁

自
主
防
災
拠
点
と
し
て
、
自
治
会
館
の
強
靭じ

ん
化
を

補
助
金
の
見
直
し
を
検
討
す
る

答 弁
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【
質
問
】
平
成
30
年
９

月
の
一
般
質
問
の
際
に
、

「
市
民
の
健
康
維
持
の

た
め
に
、
器
具
の
適
正

な
管
理
や
古
く
な
っ
た

器
具
の
更
新
も
計
画
的

に
対
応
す
る
。」
な
ど

と
答
弁
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
を
伺
う
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
対
策
を
伺

う
。

【
答
弁
】
令
和
２
年
度
は
、
健
康
維
持
に
有
効
な
も
の

で
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
健
康
器
具
を
導
入
す
る
。

今
後
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
市
民
の
健

康
維
持
の
た
め
に
、
古
く
な
っ
た
器
具
を
中
心
に
計
画

的
に
更
新
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
の
広
報
か
ん
お
ん
じ

の
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
引
き
続
き
掲

載
し
、
利
用
促
進
を
図
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
の
お
願
い

と
し
て
、
利
用
者
に
は
、
３
密
を
避
け
る
た
め
健
康
器

具
の
間
隔
を
あ
け
る
と
と
も
に
、
利
用
者

が
密
接
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
使
用
す
る

健
康
器
具
の
順
番
を
考
慮
す
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
の
管
理
状
況
は

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

健
康
器
具
を
導
入
す
る

答 弁

合 田 隆 胤
自民新政会

【
質
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
は
、
周
辺
市
と

足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
重
要
で
、
消
費
の
落
ち
込

み
を
下
支
え
す
る
消
費
喚
起
策
の
実
施
は
共
通
課
題
で

あ
る
。
各
市
の
単
独
事
業
よ
り
も
発
信
力
が
大
き
く
な

る
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元
事
業
の
広
域
連
携

は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

例
え
ば
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
四

国
の
真
ん
中
へ
の
周
遊
型
観
光
を
促
し
、
ま
た
、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
や
秋
祭
り
時
期
に
併
せ
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
文
化
や
芸
術
の
発
信
に
も
つ
な
が
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
周
辺
市
と
強
力
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
共
通
課
題
の
人
口
減
少
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

　

交
通
の
要
衝
、
災
害
の
少
な
い
温
暖
な
気
候
、
豊
か

な
文
化
、
自
然
、
産
業
、
観
光
。
そ
れ
ら
が
集
う
【
四

国
の
ど
真
ん
中
で
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
】
と
打
ち
出
す
大

き
な
転
機
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
本
市
と

三
豊
市
、
四
国
中
央
市
、
三
好
市
の
生
活
圏
の
魅
力
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

【
答
弁
】
消
費
喚
起
に
つ
い
て
複
数
の
自
治
体
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
情
報
発
信
力
の
強
化
や
地
域
を
周
遊
す

る
き
っ
か
け
を
作
る
な
ど
効
果
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市

で
は
、
県
を
ま
た
い
だ
連
携
に
つ
い
て
模

索
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
調
査
、
研
究

を
進
め
る
。

調
査
、
研
究
を
進
め
る

答 弁

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元

事
業
の
広
域
連
携
を
提
案

五 味 伸 亮
壮志会

掲載できなかった一般質問
氏　　名 質　問　件　名

詫間　 　茂

●人口増加につながる香川・観音寺へ
の移住相談について

●慢性炎症について
●かんおんじ宿泊等促進キャンペーン

について
●ため池の安心・安全について

白川　雅仁 ●行政手続のデジタル化について
大平　直昭 ●認定こども園について

篠原　重寿 ●高齢者への交通施策について
●二級河川の災害対策について

友枝　俊陽 ●企業誘致に係る道路網の整備について

石山　秀和 ●冬場の新型コロナウイルスの検査体
制強化について

氏　　名 質　問　件　名

藤田　　均

●国保の傷病手当金について
●コロナ対策での保育所、学童保育な

どへの財政支援について
●ひとり親家庭への、障害年金と児童

扶養手当の併給について

五味　伸亮
●消防団活動について
●各種ワクチンの供給状況について
●市内消費喚起策について

合田　隆胤
●成人式について
●来年度予算編成について
●人材育成について
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審 議 結 果

議案の審議結果　令和２年第７回（11 月）臨時会
●全会一致の議案
議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果
議案第92号 　専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額の決定） 承　　認

議案第93号 　観音寺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第94号 　観音寺市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 〃

議案第95号 　観音寺市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部改正について 〃

議案第97号 　観音寺市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について 〃

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

藤
田　
　

均

篠
原　

重
寿

白
川　

雅
仁

石
山　

秀
和

五
味　

伸
亮

大
平　

直
昭

大
久
保
隆
敏

井
上　

浩
司

豊
浦　

孝
幸

友
枝　

俊
陽

立
石　

隆
男

詫
間　
　

茂

篠
原　

和
代

合
田　

隆
胤

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

井
下　

尊
義

伊
丹　

準
二

安
藤　

康
次

秋
山　

忠
敏

議決結果

無
共
無
社公明党 壮志会 自民新政会

議案第96号 観音寺市職員の給与に関する条例の一部改正について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ 原案可決

●賛否の分かれた議案

※会派別五十音順　　　※無所属（会派に所属していない議員）…社会民主党、日本共産党

※議長は可否同数の場合のみ裁決権があります。　※○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う、傍聴に関するお願い

日程

　新型コロナウイルスの感染が全国的に広がっています。３密（密閉・密集・密接）を回避するため、
引き続き傍聴をお控えくださいますようお願いいたします。
　なお、傍聴を希望される場合は、次の点にご協力ください。
●マスクの着用をお願いいたします。
●手洗い、手指の消毒をお願いいたします。 （議場入口に消毒液を準備いたします。）
●傍聴日当日に発熱がある場合や、倦

けんたいかん

怠感がある、咳が出るなどの体調不良の場合は、
　傍聴をお控えください。
　なお、本会議の様子は市議会ホームページ内の「議会映像」からご覧いただけます。

●市生活環境課
　■観音寺地域におけるごみ収集・運搬の民間委託などについて

　令和２年４月より観音寺地域の可燃ごみなどの民間委託開始に伴い、
実状調査のため、市生活環境課などと意見交換を行った。（大野原、豊
浜地域の収集は既に民間委託済み）
■市が直営で収集・運搬を行っていた時は、ごみ収集車４台で４ルー

ト、１台当たり３名乗車の 12 名体制で運用していた。令和２年４
月以降（民間委託後）は、ごみ収集車３台で３ルート、１台当たり２名乗車の６名体制で運用している。

　　　　⇒人件費の削減や本市所有のごみ収集車を無償貸与することで委託費を抑制している。
■委託開始当初の４月ごろと比較すると、各曜日で収集時間が短縮できている。

　　　　⇒収集が遅くなる地区が固定されないような運行を指示。
■本市が所有するごみ収集車 12 台のうち、委託業者に貸与している車両３台を含む 11 台が 10 年以

上経過している。そのため故障などの影響で収集時間遅延の原因になっている。また、災害発生時の
災害廃棄物の収集・運搬には、ごみ収集車が必要不可欠になるため、早急な更新が大きな課題である。

■委託業者からは、市に対する要望として「ごみ収集車の更新」や「交差点付近に設置されている集積
所の移動」などがあり、また市民に対するお願いとして「鳥よけネットの確実な設置」や「水切りの
徹底」「ライターなどを混入しない」などが挙げられた。

総 務 委 員 会 視 察 報 告 10 月 16 日
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議案の審議結果　令和２年第８回（12 月）定例会

●全会一致の議案
議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果

議案第100号 観音寺市地域経済牽引事業の促進に係る固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第101号 観音寺市国民健康保険税条例の一部改正について 〃

議案第102号 観音寺市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 〃

議案第103号 観音寺市介護保険条例の一部改正について 〃

議案第104号 観音寺市工場等立地促進条例の一部改正について 〃

議案第105号 観音寺市下水道条例の一部改正について 〃

議案第106号 観音寺市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正について 〃

議案第107号 観音寺市災害に強い地域づくり条例の一部改正について 〃

議案第108号 観音寺市豊浜総合体育館条例の一部改正について 〃

議案第109号 教育委員会委員の任命について 同　　意

議案第110号 公平委員会委員の選任について 〃

議案第111号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃

議案第112号 新市建設計画の変更について 原案可決

議案第113号 令和 2 年度観音寺市一般会計補正予算（第 9 号） 〃

議案第114号 令和 2 年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃

議案第115号 令和 2 年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃

議案第116号 令和 2 年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃

議案第117号 令和 2 年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃

議案第118号 令和 2 年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃

議案第119号 令和 2 年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第 3 号） 〃

議案第120号 監査委員の選任について 同　　意

陳 情 第 １ 号 障がい児・障がい者福祉に関する陳情書 採　　択

議案第121号 令和 2 年度観音寺市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

藤
田　
　

均

篠
原　

重
寿

白
川　

雅
仁

石
山　

秀
和

五
味　

伸
亮

大
平　

直
昭

大
久
保
隆
敏

井
上　

浩
司

豊
浦　

孝
幸

友
枝　

俊
陽

立
石　

隆
男

詫
間　
　

茂

篠
原　

和
代

合
田　

隆
胤

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

井
下　

尊
義

伊
丹　

準
二

安
藤　

康
次

秋
山　

忠
敏

議決結果

無
共
無
社公明党 壮志会 自民新政会

議案第98号
観音寺市第１号会計年度任用職員の報
酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第99号 観音寺市第２号会計年度任用職員の給
与に関する条例の一部改正について ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ 〃

●賛否の分かれた議案

※会派別五十音順　　　※無所属（会派に所属していない議員）…社会民主党、日本共産党

※議長は可否同数の場合のみ裁決権があります。　※○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席
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　「
福
は
内
、
鬼
は
外
」の
声
を

聞
く
と
、
暖
か
な
春
の
訪
れ
を

待
ち
遠
し
く
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
。

12
月
議
会
か
ら
各
常
任
委
員
会

の
委
員
構
成
も
新
し
く
な
り
、

広
聴
広
報
委
員
会
も
新
た
な
委

員
で
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
議

会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
広
報
紙
作
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
12
月
議
会
で
は
11
人
の
議
員

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

を
は
じ
め
34
項
目
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
あ
る
多
く
の
課
題
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
先
行

き
不
透
明
な
不
安
を
感
じ
る
市

民
の
皆
さ
ま
の
代
弁
者
と
し
て
、

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
事
を
常

に
考
え
、
行
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
聴
広
報
委
員
長　

友
枝
俊
陽

編
集
後
記

３
月
定
例
会
の
予
定

会派とは、同じ考えかたや意見をもった
議員が集まって結成されたグループです。
議会内での活動をともにするため会派を
つくり、議会活動をしています。

五十音順
（単位：人）

24
日

17
～
18
日

15
～
16
日

11
～
12
日

９
～
10
日

２
日

本
会
議

総
務
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議

観音寺市議会議員会派等別人数

■自民新政会
　（自由民主党）
秋 山 忠 敏
安 藤 康 次
伊 丹 準 二
井 下 尊 義
大 賀 正 三
大 矢 一 夫
合 田 隆 胤
篠 原 和 代
詫 間　  茂
立 石 隆 男
友 枝 俊 陽
豊 浦 孝 幸

■公明党（公明党）
石 山 秀 和
白 川 雅 仁

■壮志会（自民・他）
井 上 浩 司　大久保隆敏
大 平 直 昭　五 味 伸 亮

■会派に所属していない議員
篠 原 重 寿（社会民主党）
藤 田　  均（日本共産党）

121244

22
22

白

川

石

山

豊

浦

友

枝

立

石

詫

間

篠
原
和

合

田

大

矢

大

賀

井

下

伊

丹

安

藤

秋

山

藤

田

篠
原
重

五

味

大

平

大
久
保

井

上

公明党 自民新政会 無
共

無
社 壮志会

　公職選挙法によって、政治家は選挙区内に
ある者に対して、答礼のための自筆によるもの
を除き、年賀状などのあいさつ状を出すことが
禁止されています。

贈ら
ない!

求め
ない!

受け取
らない!

お祭りへの
寄付・差入

　　秘書等が
代理で出席
する場合の
結婚祝

！


